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第９４回目の企画展として、鳥の博物館がこれまで収

集・作成した全身骨格標本に関する展示を開催します。 

空に進出した鳥は軽くてしなやかな体をしていますが、

どのような骨の組み上がりで体現されているのでしょうか。

骨格標本と３Ｄデータを通して、骨組みという制約の中で

環境に応じて鳥の体が変化してきた歴史と、骨の機能美

についてご紹介します。 

※関連イベントは別紙参照 

 

とりホネ展 ―骨からわかる鳥の進化と多様性― 

日 時：７月１２日（土）～１１月２４日（月・祝） 

午前９時３０分～午後４時３０分（入館は午後４時まで） 

休館日：月曜日（休日の場合は翌平日） 

場 所：鳥の博物館２階 企画展示室 

入館料：３００円（高校・大学生２００円、中学生以下無料） 

 

※７０歳以上の方は、年齢を証明できるものを提示すれば無料（提示がない場合は３００円） 

※障害者手帳をお持ちの方は、本人と介助者１名まで無料 

※２０名以上の団体は２割引 

 

※取材を希望する方は事前に鳥の博物館にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥の博物館で骨をテーマとした企画展「とりホネ展」を開催 

Abiko city 

 
令和７年６月２４日 

定例記者会見資料 

【問い合わせ】 
我孫子市 教育委員会 生涯学習部 
鳥の博物館 

担当：脇水 
電話：０４－７１８５－２２１２  



別紙 

 

【関連イベント】 ※要入館料 

 

鳥の博物館学芸員による企画展示解説 

日 時：７月２１日（月・祝）、１０月５日（日）各回午後２時～午後３時 

場 所：鳥の博物館２階 企画展示室 

※申込不要（当日午後２時に企画展示室入口に集合） 

 

ワークショップ「とりホネ関節模型を作ろう」 

厚紙と割りピンを使った工作で、鳥のしなやかな頭骨の動きを体験

してみましょう。 

日 時：７月２６日（土）、１０月１３日（月・祝） 

各回午後１時３０分～午後３時 

場 所：鳥の博物館２階 多目的ホール 

定 員：各回先着２０人 ※小学４年生以上は保護者同伴 

申し込み：ちば電子申請サービス 

 

ワークショップ「とりホネパズル」 

骨の並べ方を覚えてパズルを解き、とりホネ博士になりましょう。 

日 時：９月２０日（土）午後１時３０分～午後３時 

場 所：鳥の博物館２階 多目的ホール 

定 員：先着１２人 

申し込み：ちば電子申請サービス 

 

鳥博セミナー「鳥のホネが語る恐竜の痕跡」 

鳥の骨に残された恐竜の特徴と、骨の形の進化について、鳥の博物館学芸員が語ります。 

日 時：９月２７日（土）午後２時～午後３時３０分 

場 所：鳥の博物館２階 多目的ホール 

定 員：先着５０人 

申し込み：ちば電子申請サービス 

 

▼ちば電子申請サービスのリンクなど、詳細は鳥の博物館ホームページ参照 

（ワークショップ「とりホネパズル」、鳥博セミナー「鳥のホネが語る恐竜の痕跡」は８月下旬に掲載） 

▲とりホネパズル 

▲関節模型のイメージ
（カラスの頭骨） 
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